
使
用
済
み
核
燃
料
を
溶

か
し
て
、
含
ま
れ
て
い
る
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン
を

取
り
出
し
て
再
利
用
す
る

と
い
う
の
が
「
再
処
理
工

場
」
で
す
。

ジ
ル
コ
ニ
ウ

ム
と
い
う
金
属
管
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
た
使
用
済

み
核
燃
料
を
、
わ
ざ
わ
ざ
切

り
刻
み
溶
解
し
て
液
体
化

し
ま
す
。
そ
も
そ
も
こ
れ
が

危
険
な
作
業
の
始
ま
り
で

す
。
溶
か
す
た
め
に
使
用
す

る
硝
酸
（
Ｈ
Ｎ
Ｏ
３
）
は
、

爆
薬
の
原
料
で
す
。
硝
酸
と

有
機
物
の
混
合
は
最
も
危

険
で
あ
り
有
機
溶
媒
の
燐

酸
ト
リ
ブ
チ
ル
と
混
合
さ

せ
る
再
処
理
工
程
は
常
に

化
学
爆
発
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
と
ウ
ラ
ン
を
取
り
出
し

た
後
に
残
る
の
が
「
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
」
で
す
。

こ
の
廃
液
は
も
の
す
ご

い
放
射
能
を
帯
び
て
お
り

人
は
近
づ
く
こ
と
も
出
来

ま
せ
ん
。
絶
え
ず
崩
壊
熱
を

発
し
放
出
す
る
放
射
線
で

水
素
が
発
生
し
ま
す
。
電
気

を
使
い
水
で
冷
却
し
圧
搾

空
気
で
水
素
を
追
い
出
さ

な
い
と
沸
騰
し
た
り
爆
発

し
た
り
し
ま
す
。

ち
ょ
っ

と
漏
れ
た
だ
け
で
も
大
変

な
過
酷
事
故
が
起
こ
り
ま

す
。
そ
の
廃
液
の
量
が
、
セ

シ
ウ
ム
１
３
７
だ
け
で
東
海

工
場
で
一
二
〇
京
ベ
ク
レ

ル
、
六
ヶ
所
工
場
で
五
二
京

ベ
ク
レ
ル
も
存
在
し
て
い

ま
す
。

《天恵の海》
２０１７（平成 ２９）年

５ 月 １８日
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講
演
の
後
半
は
「
全
国
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
持

ち
込
ん
で
き
た
東
海
再
処
理
工
場
と
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
は
大
丈
夫
な
の
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
な

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
「
３
・
１
１
」
以
降
で
さ

え
何
故
か
十
分
に
語
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
再
処
理

工
場
の
危
険
性
に
つ
い
て
で
し
た
。

そ
の
存
在
自
体
が
超
危
険
な
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
の
蓄
積
と
、
配
管
総
延
長
一
三
〇
〇
㌔
㍍
に
も

達
す
る
複
雑
な
構
造
の
核
物
質
化
学
工
場
で
あ
る

再
処
理
工
場
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
真
正
面
か
ら
と

ら
え
る
も
の
で
し
た
。
日
本
は
一
刻
も
早
く
再
処
理

か
ら
撤
退
す
べ
き
だ
と
の
訴
え
に
は
、
満
場
の
参
会

者
か
ら
た
め
息
や
驚
き
の
声
が
あ
が
り
、
そ
の
白
熱

報
告
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

（注）この高レベル放射性廃液の量について、私達岩手の

会など全国の市民団体が、政府や両工場の事業者に質問状

を持参したり、国会での質問などで出て来た数値です。他

の核種は「企業秘密」を理由に実態を知らせません。今後

全ての核種について公開させて行くべきものです。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
常
に
冷
却

し
、
水
素
を
掃
気
し
な
け
れ
ば
、
沸

騰
し
爆
発
す
る
。

（
×
は
電
源
や
圧
搾
空
気
が
途
絶
え
た
場

合
、
機
能
し
な
く
な
る
場
所
）

（１．５京Ｂｑ）

（１．２×１０１８Ｂｑ）

（５．２×１０ １ ７Ｂ



高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
が

環
境
に
漏
れ
た
場
合

一
九
七
六
年
西
ド
イ
ツ

政
府
は
、
当
時
再
処
理
工
場

の
候
補
地
だ
っ
た
北
部
の

ア
ッ
シ
ェ
ン
ド
ル
フ
で
再

処
理
工
場
が
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
の
高
レ
ベ
ル
放

一
九
五
七
年
九
月
二
九

日
、
ソ
連
の
キ
シ
ュ
テ
ム
軍

事
用
再
処
理
施
設
で
、
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
入
っ

た
液
体
廃
棄
物
貯
蔵
タ
ン

ク
が
爆
発
を
起
こ
し
、
一
帯

が
廃
墟
と
な
る
大
事
故
が

起
こ
り
ま
し
た
。
約
七
京
ベ

ク
レ
ル
の
放
射
性
物
質
（
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
等
）
が
飛
び

散
り
、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク

な
ど

射
性
廃
液
の
飛
散
を
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
が
右
図
で
す
。

何
と
当
時
の
「
西
ド
イ
ツ
国

民
の
半
数
が
死
ぬ
」
と
い
う

数
値
が
出
て
大
問
題
と
な

り
、
西
ド
イ
ツ
は
「
再
処
理
」

か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。

一
帯
の
町
を
、
幅
三
〇
～
五

〇
㌔
～
長
さ
三
〇
〇
㌔
㍍

に
わ
た
り
、
一
平
方
㌔
㍍
あ

た
り
最
大
七
四
〇
億
ベ
ク

レ
ル
と
い
う
高
濃
度
で
汚

染
し
ま
し
た
。
冷
戦
下
で
事

故
は
秘
密
に
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
当
時
の
様
子
が
次
第

に
明
ら
か
に
さ
れ
、
病
院
は

満
杯
に
な
り
数
千
人
の
患

者
が
死
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

一
九
八
〇
年
四
月
一
五

日

フ
ラ
ン
ス
の
ラ
・
ア
ー

グ
再
処
理
工
場
で
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
電
気
系
統

が
故
障
し
主
電
源
が
停
電
。

自
家
電
源
に
切
り
替
え
ら

れ
た
が
主
電
源
回
復
時
に

ト
ラ
ン
ス
が
破
壊
し
全
て

の
電
気
回
路
が
停
止
。
タ
ン

ク
内
は
廃
液
が
沸
騰
し
始

め
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
蒸

気
も
出
ま
し
た
。
二
〇
㌔
離

れ
た
兵
器
庫
か
ら
緊
急
発

電
機
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び

込
み
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ

で
爆
発
を
回
避
。

爆
発
す

れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
消

滅
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

核
施
設
安
全
委
員
会
は

一
九
九
〇
年
七
月
、
ハ
ン
フ

ォ
ー
ド
再
処
理
施
設
の
地

下
タ
ン
ク
爆
発
の
「
潜
在
的

危
険
性
」
を
指
摘
し
ま
し
た
。

一
つ
は
二
重
槽
タ
ン
ク
の

水
素
爆
発
、
も
う
一
つ
は
一

重
槽
タ
ン
ク
の
化
学
物
質

の
爆
発
の
恐
れ
に
つ
い
て
。

強烈な被ばく事故をもたらす。

６００㌔ｍ離れても死者が出る。

◇
今
す
ぐ
全
て
の
原
発
は
止
め
よ
う
！

地
震
が

続
く
中
、
原
発
は
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
原
発
が

な
く
て
も
電
気
は
足
り
て
い
る
。
使
用
済
み
核
燃
料

は
乾
式
空
冷
貯
蔵
に
す
れ
ば
危
険
リ
ス
ク
が
軽
減
す

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
再
処
理
工
場
に
送
る
必
要
も
な

く
な
る
。
な
ぜ
そ
う
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

◇
再
処
理
工
場
か
ら
は
即
時
撤
退
す
べ
き
。

結

局
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
発
電
に
は
使
え
ず
原
爆
に
し

か
使
え
な
い
。
再
処
理
を
や
め
れ
ば
、
超
危
険
な
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
出
来
な
い
。
な
ぜ
や
め
ら
れ

な
い
の
だ
ろ
う
か
？

◇
大
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
。
危
険
極
ま
り
な
い
廃

液
を
減
ら
す
た
め
、
工
場
廃
止
を
前
提
に
ガ
ラ
ス

固
化
の
技
術
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と
。
工
場
は
停

止
し
、
深
層
防
護
に
徹
し
配
管
や
貯
槽
か
ら
の
漏
洩

事
故
や
、
臨
界
事
故
を
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
こ
と
。

◇
大
事
故
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
行
動
は
、

立
場
を
越
え
て
一
致
出
来
る
。
み
ん
な
が
自
分
の
問

題
と
し
て
考
え
発
言
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
（
尚
）

な
ぜ
い
つ
ま
で
も
危
険
な
プ
ー

ル
貯
蔵
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
「
ド

ラ
イ
キ
ャ
ス
ク
」
に
す
れ
ば
、
空
気

が
自
然
循
環
を
し
て
使
用
済
み
核

燃
料
を
冷
却
出
来
る
の
で
、
電
気
は

必
要
な
く
、
全
く
安
全
に
な
る
。

（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
年
一
月
二
六
日
）


